
一The年表

六甲サ ッ カ 一部 世界のサッカー

昭和13年 ( 1938 )

● 開校 1 期生入学

昭和14年 ( 1939 )

● クラプ活動開始 （山岳部、体操部 etc)

昭和 16年 ( 1941)

2 月

10月

● 第 1 回強歩大会

（平野～箕谷～有馬～宝塚～西宮～六甲の53km)

● 第 1 回体育大会実施
昭和21年 ( 1946 )

0 第 2 次世界大戦終わる

昭和23年 ( 1948 )

昭和22年 ( 1947)

0 国民体育大会開始

4 月 1 日 ● サ ッ カ一部創設

昭和24年 ( 1949 )

● 初試合 対県立伊丹 3 -2 勝利

第
一
回
駐
鉗
伊
丹
高
於
本
校
校
庭
（
午
后
三
時
）

初
試
合
に
も
拘
ら
す
、
全
且
斗
志
涵
人
伊
丹
高
校
を
本
校
校
庭
に

迎
え
撃
ち
即
牛
は
一
点
を
リ
ー
ド
さ
れ
た
が
、
後
半
に

は
全
員
一
致

国
踪
し
て
反
撃
に
出
臼
井
の
ロ
ン
グ
シ
ュ
ー
ト
に
よ

り
同
点
と
し
そ

の
後
讀
い
て
二
点
を
あ
げ一―
―
封一と
リ
ー
ド
し
て
敵
に
打
っ
ち
ゃり

を
く
わ
し
た
。
そ
の
後
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
寸
前
敵
に
一
謀
を
許
し
た
•

併
し
諄
利
は
本
校
に
錨
し
たの
で
あ
る
。

初
試
合
に
は
必
す
ま
け
ろ
こ
と
に
な
つ
て
い
た
母
校
の
あ
ま
り
芳

し
く
な
い
淳
統
を
う
ち
破
り、

全
校
に
蹴
球
蔀
の
地
位
を
確
乎
不
勤

た
ら
し
め
た

．

相
手
校
の
芯
手
の
短
格
ぱ
完
全
に
わ
れ
わ
れ
を
凌
駕
し
ヽ

叉
豊
富

な
竪
臨
が
あ
る
に
も
拘
ら
す
わ
れ
わ
れ
が
勝
利
を
治
め
た
の
は
日
頃

の
練
否
・

全
員
の
遠
結
と
岡
志
に
よ
る
も
の
で
あ
り
證
力
に
お
け
る

慈
條
件
と
経
験
の
浅
き
を
カ
パ
ー

を
し
た
も
の
と
思
う
．

特
に
こ
の
試
合
に
お
い
て
練
笞•
閤
結
•
闘志
の
偉
大
さ
を
痛
切
に

か
ん
じ
た
。
又
伊
丹
は
虞
々
不
法
な
チ
ャ
ー
ジ
を
試
み
た
が
わ
れ
わ

れ
が
常
に
堂
々
と
フ
ェ
ャ
ー
フ
＞
ー
と
ス
ホ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
も

つ
て
酎
抗
し
得
た
こ
と
は
よ

る
こ
ぷ
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
試
合
を
遁
じ
て
わ
れ
わ
れ
な
涸
人
と
し
て
も
部
全
骰
と
し
て

も
蔑
た
の
影
訓
を
う
る
こ
と
が
で
さ
た
こ
と
を
相
手
校
に
感
謝
す
る

又
生
徒
藷
君
の
誕
大
な
る
惣
校に
深
く
感
約
し
粽
利
を
浩
め
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
信
す
る
、
特
に
蔵
疎
•

塚
本
の
雨
君
に
酎
して

は
感
謝
に
耐
え
な
い
。

こ
の
初
試
合
に
特
に
見
る
ぺ
き
も
の
は
日
井
君
のa
ン
グ
シ
ュ
ー

ト

で
あ
る
。
彼
の
キ
ッ
ク
は
わ
れ
わ

れ
を
語
氣
づ
け
る
と
共
に

蹴
球

部
初
め
て
の
点
と
し

て
贅
め
る
ぺ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。

昭和26年 ( 1951 )

0 全日本選手権がこの年から天皇杯全日本選

手権へ

昭和29年 ( 1954)

● 県下春季大会（現兵庫県総合体育大会）

準決勝対三原 1 -2 で敗れるベストフォー

昭和29年 (1954)

0 ワールドカップ・スイス大会

32連勝中のハンガリーを破り、西ドイツ優勝
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六甲サッカ一部

昭和30年 ( 1955)

● 中学、港祭り大会で 2 、 3 位を確保

昭和31年 ( 1956)

● 友方先生、ヒルケルさんがサッカ一部に御尽力

友方先生

昭和33年 ( 1958)

●新人戦予選にて神戸高校に初勝利 2 -1 

●第13回 国民体育大会予選

ペストフォー 準決勝対神戸 2 -4 で敗れる

一

<39>

The年表

世界のサ ッ カー

昭和31年 (1956)

0第16回オリ ソビック ・ メルポルソ大会 日

本代表出場

オーストラリアに 1 回戦 0-2 で敗れる

昭和33年 ( 1958)

0 ワールドカップ・スウェーデ‘ノ大会

若冠17オのペレが登場。プラジル初優勝



一The年表

六甲サッカ一部 世界のサッカー

昭和34年 (1959)

●佃先生就任

●第 3 回兵庫県総合体育大会

ベストフォー 準決勝対神戸 0 -3 で敗れる

●第1 2回 近畿高等学校サッカー選手権大会に出場

（於：和歌山）

●運動場造成の工事開始

●校内球技大会実施

昭和37年 ( 1962)

●神戸市新人大会優勝

●秋季県大会神戸予選優勝

●三都市（京都· 大阪・神戸）大会優勝

●県大会 3 位→近畿大会出場

5 月

10月

11月

12月

昭和38年 (1963)

●兵庫県高等学校新人サッカー大会

準決勝対市西宮 1 -1 ベストフォー

昭和39年 (1964)

●第19回

ペストフォー

（抽選負け）

国民体育大会予選

準決勝対福崎 l -2 で敗れる

昭和35年 ( 1960)

0 デットマール ・クラマー氏来日

六甲に来校 ・ 指導

昭和37年 (1962)

0 ワールドカップ ・ チリ大会

プラジル連覇

昭和39年 ( 1964)

10月 10 日

0第18回オリンピック東京大会開催

日本代表アルゼ‘ノチ‘ノを 3 -2 で破る
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一
六甲サッカ一部

昭和41年 (1966)

● 中学部 三都市大会出場準優勝

近畿大会出場対大淀 7 -1 

対箕面 3 -0 →甲陵 0 -0 

抽選負け 3 位

●兵庫県高等学校新人戦大会

準優勝決勝対関西学院 2 -7 

準決勝対報徳 1 -0 

昭和42年 (1967)

● 第19回 近畿高等学校サ ッ カー選手権大会に出場

（於：滋賀）

昭和45年 (1970)

●兵庫県高等学校新人戦大会

ベス トフォー 準決勝対関学 0 -1 

●第23回 近畿高等学校サッカー選手権大会に出場

（於 ：兵庫）

4 位 (3 位決定戦対三原 0 -1) 

昭和46年 (1971)

● 第1 5回 兵庫県高等学校総合体育大会

優勝 （決勝対県尼崎 2 -1 

準決勝対県芦屋 2 -1) 
●全国高等学校総合体育大会 於 ：徳島

1 回戦対米子工 4 -0 

2 回戦対浜名 1 -2 

<41 >

The年表

世界のサッカー

昭和41年 ( 1966)

0 ワール ドカ ッ プ・イ ングラソ ド大会

イソグラソドが ‘‘幻のゴール”で西ドイツ

を下し優勝

昭和43年 (1968)

ジュ ールリメ杯にキスす
るボビー・ムー ア主将

0第19回オ リ ンピック・メキシコ大会

日本代表 3位銅メダル獲得

昭和45年 (1970)

0 ワールドカッ プ ・ メキシコ大会

プラジル 3 度目の優勝。ジュールリメ杯獲

得



一The年表

六甲サッカ一部 世界のサッカー

昭和46年 ( 1971)

● 兵庫県高等学校新人戦大会

準優勝 （決勝対神戸 0 -2 準決勝対県尼崎 1 -0) 
●第24回 近畿高等学校サッカー選手権大会に出場

（於：滋賀）

1 回戦対建国 2 - 3 敗れる

昭和47年 (1972)

• 30期神戸弥、渡辺正直

第27回 国民体育大会（於 ： 鹿児島）に出場

(1 回戦 2 -3 北海道）

両名東南アジア遠征に参加

8 月 1 0 日 対タイ学生選抜負け

8 月 1 2 日 対香港学生選抜勝ち

8 月 1 3 日対社会人選抜 負け

●兵庫県高等学校新人戦大会

準優勝 （決勝対県芦屋 1 -4 

準決勝対葺合 2 -0) 
● 第25回 近畿高等学校サッカー選手権大会

優勝 勝
戦
戦
勝
回
回
決

決
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昭和48年 (1973)

● 第 1 7回兵庫県高等学校総合体育大会

準優勝 （決勝対神戸 0 -3 

準決勝対兵庫エ 1 -0) 

0 クライフを中心とするオランダのトータル

サッカーがヨーロッパを席巻

ヨハ ン ・ ク ラ イ フ

<42 >



一 The年表

六甲サッカー部

昭和50年 ( 1975)

●六甲サッカ一部OBチーム

「六甲ヒルケル」発足

世界のサッカー

昭和49年 (1974)

0 ワール ドカップ・西ドイツ大会

（優勝：西ドイツ）

寧嶋で曾ッカー罠書修行

昭和52年 (1977)

●市川先生、六甲学院に就任

●六甲ヒルケルドイツ遠征

品
み
に
サ
ッ
カ’
・
の
本
綱、ヨ
ー
ロッ
パ
ヘ
塁
諄
」
I

神

戸
市
社
会
人
サ
ッ
カ
ー

·
リ
ー

グ
の1
部
で
迫
字
全
ハ
甲
ヒ
ル
ケ
ル

•

ク
ラ
プ
の
メ
ン
パ
ー

十
八
人
が
八
月
＋
吾がら
約
詈
尿
尋

除
趾
唸
量
匂
迎

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
導
共
臣
、
ベ
ル
ギ
ー
で
贔
＠

g

・
全
日
本
軍
日
閲
2
と
な
0
マ
イ
クロ
パ
ス
の
チ
一

在
協
会
硲
溢
字
る
チ
ー
ム
の
遠
荏
笞
¢
く
な
い
が
、
閉
一

般
ク
ャ
ー
名
油
約岳
＇
亙
を
多
パ
す

る
・一

方
、
こ
の
計
固
冥
要
3吾
た
酋

ラ
プ
・

チ
ー

ム
の
ヨー
ロ
ッ
バ
遠
征
は
兵
暉
県
内
で
は
初
め

て
の
こと
．

瑣
ペ
ル
キ
上
ぷ
行
入
れ
準
償
を
霊

試
会
ほ
か
「F
C
ケ
ル
ン
の
練
詈
な
←
3
見
学
、
な
ん
で
も
吸
収
し

て

く
る
」
と
メ
ン
パー
は
意
欲
的
。今
か
ら
禾
成
果が
眉
さ
屯
ぃ
え

g
四
芸
佳
のO
B
の
協
力
が
あっ
一

る
。
た
。
西
準
｀

f
ュ
ン
ス
クー
に
い
る
田
淵

エ
ス
ズ
会
の
竺
平H
エ
リ
ッ
ヒ・
ヒ
笠
も
は
「
向
こ
う
の
人
た
ち2
迄
i
吝
Rさ
ん
（
祖
年
卒
景
か
ら
笠
＾
月

ル
ケ
ル
氏(
:
)の
名
を
と
って、
若
い
ぷ
り
に
接
し
社
会
勉
強
も
：

」
と
い
る
一
干
九
日
付
で「ラ
ン
ゲ
ン
ベ
ル
ク

O
B
が
中
心
と
な
っ
て
三
年前
に箕
生
い
る
·
の

ヘ
ル
ク
ー
マ
ソ
市
長
が
自
分
の
所

属

と

多
プ
・

チ
ー
ム。

O
B
の
集
ま
呉
感
ぢ
鈴
杢g会
す
る
チ
ー
ム
とX
5
と
東
＆
に
な

メ
ン
パ
ー
は
杉
江
一
彦
監
督
（
関
大
長
は「高
校
時
代
は
受
験
効
強
に
鳴

9

っ
て
い
る
J
と
航
空
便P
U
え
て
き

四
モ
D
以
下
、
学
生
十
九
人
、
社会
が
ち
で
、
攣
か
な人閲
性
を
奪
乙
匹で
た
P

ペ
ル
ギー
の
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
に
在

人
三
人
、I
t二
十
二
人
と
決
し
て
多
く
欠
け
る
と
こ
る
が
あ
る

。
こ
の
よ
う
な
庄
の
港
俊
也
さ
ん
令5年
卒
業
）
か
ら

は
な
い
が
、
平
均
年
齢
二
十
二
認
と
い遊
び
、
ム
ダ
の
中
P
く
れ
が
禰
え
る
の
は「g
年
の
麗
史
を
持
つ
ド
ル
ネ
高
校

2
O
さ
と
中
学
、
高
校
時
代
か
ら
気
で
は
な
い
か

」
と
四
化
と
は
別
の
と
u
o
B

の
チー
ム
と
八
月
二
士
ハ
、
七
日

心
の
知
れ
伸
、
チー
ム
ワ
ー
ク
？
ろ
に
意
翠を感
じ
、
こ
の
計
囮
竿2
一
に
」
与
定
が
入
って
い
る
。

さ
で
今
守＝
＝月
に
行
わ
れ
た
神
戸
市
社
援。
現
役
、O
B
が
ヨー
ロ
ッ
パ
十
五

会
人J
Jー
グ
選
手
樟
で優
腕
。今
年
は

初
め
て
昇
格
し
た
同
1

部
J
Jー
グ
で
優

醗
し
、
も
っ
一段上
の
兵
諏
社
会
人
J
J

ー

グ
入
り
を
ねら
う
好
チー
ム
。

こ
の
，

大
目
嘱．
達
成
の
た
め
に
、

9
8

「チ
ー
ム
の
強
化
と
選
手
の
励
み
にし

ト．E

[
打
註
託
い

ョ
ー
ロ

ッ
パ遠
征
を
前
に
、
練醤
に
励
む
六
甲ヒ
ル
ケ

ヒ
。

ル
の
イ
レ
ブ
ン
も

ち
え
目
的
は
こ
れ
だ
け
で
は
な

0
0

い
。
遠
征
チ
ーム
の
佃
幹
夫
監
督
（
同

1
8人
が
欧
州
1
5日
間

"
“
い[
l
H
鯰
"

六
甲
ヒル
ケ
ル
往ハ
甲高
サ
ッ
カ
ー
一
厖
名
を
れ
と
を

m
い
て
き

L
紺
肉
を
して
い
る
忠
邑
虚

邸
創
設
(
2
2
年
）
当
時
か
ら、
E
部
の
E
校
の
紐
雹
磁
体
で
あ
る
宗
教
団
は
イ
い
」
。
ま
た
中
田
高歪栽
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京
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昭和50年 (1975)

0バイ エルン ・ ミ ュ ‘ノヘソ来 日

皇帝ペ ッケ‘ノバウァ ー 、 爆撃機G· ミュ

フー

昭和52年 ( 1977)

0奥寺、

フランツ ・ ペッケンパウアー

“爆撃機" G ・ミ ュラー

日本人ブロ第 1 号。「IFC ケルソ」

ヘ

奥寺康彦

<43>



一The年表

六甲サッカ一部

昭和54年 (1979)

●第 1 回ワールドコース大会 神戸で

音楽部フィ ールドプレーで参加

●神戸市市民大会

KFC を破り優勝

●神戸市総体優勝 画
" ＂戸の曾ーッ カ ー

一

世界のサッカー

昭和53年 (1978)

0 ワールドカップ・アルゼソチン大会

（優勝：アルゼンチン）

ｷ-ｷ 鴫●● • ｷｷ-- ｷ"'  ,. 8 月号

::-デ五攣....." ... 
--ｷ 賃● "• ... 

曹 • 一—

•• ·--事-·-

昭和56年 ( 1981)

●兵庫県高等学校新人戦サッカー大会

優 勝 （決
準決勝

●第34回

2 回戦

勝 対伊丹北

対小野

0

2

 

—— 
0

3

 

両校優勝）

近畿高等学校選手権大会出場（於：和歌山）

対清風

昭和54年 (1979)

0第 1 回ワールドユース大会

優勝 ： アルゼソチン／

昭和56年 (1981)

0釜本邦茂 JSL 通算200ゴール達成 ！

神戸中央

0 トヨタカ ッブ フラメンゴ（南米代表）

対リバプール（欧米代表）

ジーコの活躍
0 -2 

昭和57年 (1982)

0 ワール ドカ ップ ・ スペイ ソ大会

（優勝：イタリア）

マラ ドーナがポカ ・ ジュニアースの一員と

して来 日

ジーコ

<44>



一
六甲サ ッ カ一部

昭和57年 ( 1982 )

• 40期堤 康、 4 1期 山本雅彦

第37回 島根国体に出場

優勝 ( 1 回戦 1 -0 広島

2 回戦 1 -0 埼玉
ヽ

3 回戦 3 -0 名川

4 回戦 2 -2 PK勝 東京

決勝 1 -1 静岡

昭和58年 ( 1983 )

● 堤、山本両名 イギ リ ス ・ ス コ ッ ト ラソ ド遠征に参加

昭和59年 ( 1984 )

● ヒルケルさ ん帰天

ヒルケル

昭和60年 (1 985 )

● 中学新人戦準優勝

1 回戦 3 -0 対垂水

2 回戦 1 -0 対本庄

3 回戦 1 -0 対高倉

準決勝 1 -1 (PK 3 -7) 対山田

決勝 0 -5 太田

<45>

The年表

世界のサ ッ カー

昭和59年 ( 1984 )

0 日韓定期戦

日本代表アウェイで初勝利 2 -1 

昭和60年 ( 1985)

0 トヨ タカップ ユベソトス vs アルヘンチ

ノス ・ ジュニアーズ

プラティニが活躍

0 ユニバーシアー ド神戸大会開催

昭和61年 ( 1986 )

0 ワールドカ ップ ・ メ キシコ大会

（優勝： アルゼソチ‘ノ）

ミ シ ェル ・プラテ ィ ニ

デ ィ エゴ ・ マラドーナ



一The年表

六甲サッカ一部 世界のサッカー

昭和62年 (1987)

●兵庫県総合体育大会 ペスト 16

平成 5 年 (1993)

0 日本代表 アジア大会優勝

O J リーグ開幕

平成元年 (1989)

●兵庫県新人戦神戸市大会 2 位

平成 3 年 (1991)

●兵庫県総合体育大会

●和歌山遠征

4 位

平成 5 年 (1993)

● 佃先生教頭就任。サ ッ カ一部顧問を退任

:
 三浦 知良

/砂釦一
麗アントラーズ

鼻""'-'"' """".. 
ジェフ市罵 茫

I '"t,, 

SHヽM,zu

ヽ-S-PULSE
清水エスバルス

NISSANl<C. 

Yokohama Marinos 

慣マリノス

8、さ
＠翌控芸)
名古●グランバス

虚RUCELf
横浜フリューゲルス

Panasonic 

G/¥MBA 
OSAKA 

ガンバ大阪

SA世BJ,cE
ヽ

サンフレッチェ広島

<46>




